
丸尾：幼児の言語発達に関する研究

幼児の言語発達に関する研究（1）

一言語発達遅滞児の発達経渾についての一事例（2）一

研究第5部　丸　尾　あき子

1　目

　すでに言語発逮遅滞の原因として，環境や扱いに問題

のみられる一笹例の観察指導について発達経過を述べた

が，今回はその事例を構文の面から考察して言語がどの

的

ような過程航どり，いか樋変化齢せたカ』量的醗

達状況を明らかにすることにしたo

n　方 法

　経続的に34回指導を行ない毎回テープレコーダーによ

り収録したものの中から，第1回目2指導に入った9回

目，そうして中間の16，25回目，dQse前の32回目と計

5回を選び検討の対象とした。

　先ず最初の15分間を文字化して話された有意味語を文

単泣畳と一枚ずつカードに記入し，文の数，品詞の出現率

文の種類及び構造，語彙などについて分析を行った。

　1）交の数　　15分間に話されたもので基準として，

一文として完成しているもの，休止できれているもの，

並列文，複文などを一文にした。

皿　結

　2）　品詞数　　名詞，代名詞，数詞，動詞，形容詞，

運体詞，形容動詞ン副詞，接続詞，感動詞，助動詞，助

詞の各贔詞に分類し擬声も加えた0

　3）女の種類　　文を意味上から，擬声，文にならな

いものゴ平絞文（肯定文，否定文），疑問文ジ命令文に

分類した。

　4）文の構造　　文の構造上から文節によってきリン

ー文節，二文節ン三文節，多文節（四文節以上）からな

る文，．並列文，複文に分類した。

　5）語彙　　発語を各品詞別に分析して数えた。

果

　1　指導経過による結果

　　a） 第1回目213－15
　1イ）文の数

　第1衷は理解可能（一部理解可能も含む）な有意味語

だけを取り上げたもので文の数は47であるQ一文中にみ

られる品詞数は一品詞のものが80．9％で大部分を占めて

いるo
　＠　贔詞数

　使用されている品詞の30％は名詞であ？ブ動詞，代名

詞，感動詞， 助動詞がこ れに次いでいる（第2表）。

第1表r文の数

一文中の品詞数 1文の数

1
2
3
4

38

7
1
工

　　％

　　80．9

　』14．9

　　2，1

　　2．1

合　　計
47

困　文の種類及び梅造
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第2衷　品詞の出現率

品　　　　詞 頻　　　　数 ％

名　　　　詞 18
30．5

代　　名　　詞 8
13．6

数　　　　罰 3
5．1

動　　　　詞 9
15．2

形　　容　　詞 3
5．1

感　　動　　詞 8
13．6

助　　動　　詞 8
13．6

助　　　　詞 2
3．3

合　　　　計 59

第3表文の種類

文　　の　　種　　類 頻　　数 ％

文にならないもの
　　　救　　　文
肯　　　定　　　文）

　　　問　　　文
　　　　令　　　　文

37
78．7

4．9

14．9）

．3

．1

合　　計 47

高いものとして名詞がみられ，内容としては交通に関し

たもので・ブーブンデンシャンキシャポッポンホームン

テッキョウなどがある。次いで動詞で少アッタ，落チタ

など過去形であるが身活用形の上からみると連用形の使

用がみられる。使用頻度の高い語はタ（助動詞7）ココ

（代名詞6）ウン（応答5）である。

　以上は初回の構文の分析結果であるQ　Tとしては・場

面に馴らす為に，働きかけを多くした。玩具を渡して接

触につとめる。興味のあるものに対して繰り返し発語し

て聞かせ刺戟を与える。黙って玩具をいじっている時は

動作の言語化を行うなど心掛けた。Cは最初は小さく息

で発語するので聞きとれない場合が多い。馴れるに従い

声が大きくなるが発声のコントロールがうまくいかない

状態がみられる。併し発語意欲はみえている。内容とし

ては命名，あいずちの答が多い。

　b）　第9回目　 2；5‘24
（イ）文の数

文の数は急激に210と増加している。一文中の品詞数

はまだ一品詞のものが半数以上であるが二品詞のものも

みえだしてきた。　（第6表）

〔ロ）品詞数

第7表にみるように品詞の種類は多くなり他の品詞も

第嬢文の構造

文の構造擁 数1 ％

一　文　節

二　文　節

45

2
95．7

4，3

合　計 47

第5表語彙の出現頭度

品 詞

名

代　名
数

動

形　 容

感　 動

助　動
助

詞
『詞

詞

詞

詞

詞

詞

詞

頻 度

9
2
1
6
2
2
2
2

％

34．6

7，7

3，8

23．2

7．7

7．7

7，7

7．7

第6表文の数

一文中の品詞数1文の数

合　計 26

％

1
2
3
4
5

137

39

24

8
2

65．2

18．6

11．4

3．8

1，0

第街4表に示したようにンい象だ文の形態にならな

い一籍文が殆んである。

の語彙
第5表は使用された語彙数で，26である。使用頻度の

合計　1 210

第7衷　品詞の出現率

品 詞　　頻 数 ％

名　　　　詞 79
23．9

代　　名　　詞 29
8．8

動　　　　詞 44
13．3

形　　容　　詞 4
1．2

形　容　動　詞 19
5．7

副　　　　詞 5 1．5

感　　動　　詞 18
20．6

助　　動　　詞 18
5．4

助　　　　詞 63
19．0

擬　　　　声 2
0．6

合　計 331
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第8衷文の種類

1文の種類陣．数 ％

擬　　　　　　　声

文にならないもの
平

疑

命

（肯

（否

救

定

定

問

令

文

文）

文）

文

文

2
151

35

（34）

（1）

2
22

0．9

71．2

16，5

（16．q）

（0．5）1

α9

10，5

』合　　計
212

第9衷・・文の構造

文の構造 頻　 　　数 ％、

一　　文　　節

　文　　節

・文　節

176

31　　
3

83．8

4．8

1．4

合 計 、　＿　210　　

第10表　語禦の出現頻度

品　　　　詞
頻・・』 』度・ ％一

名　　　　詞 30　 38，0　

代　名　詞
4 5．工

動 一　　詞
14 17．7

1形　　容 詞 3　 3．8

形r 　動　詞 5” ド6．3

副　　　　詞 1 1．3

1感　、動 詞 　　　　4 5．1　

助　　動、㌔ 詞 　　6　 7．6

助　 　　 詞 ユ0 其2・6

擬　　　． 声 2　 2．5．

合　　計　・
79

出現し始め感動詞，助詞の使用が目立つ。

　 を宰文の種類及び構造

　．第 a表に示したように文にならないものが依然として

大部参を占める瀞肯定文の使用もみえだした。即ちツク

’ッデコレジカイテドータンントッテ2モットなど文にな

らない要求が多いが，動詞や代名詞と共に状態を説明す

るアッタン入リマシタ，カワイイノ， コレ取ッタ，ココ

アッタについで主語述語をともなったウサギカイタノも

話され始めた。文の構造は第9表のとうりであるが，二

文節を文節との関係からみるとオオキイノガアッタ， コ

コツメタイノ，バーチャンオマドのように主語，述語，

修飾語などの結ぴつきがあらわれてきた。なおハイルノ

惣コ ，アッタココというように文節の倒置もみられる。

　←1語彙　　　　　　　　　　　　ぐ　　　 ・㌧

　激拠79と鰍に増加しかるカζ醸らず欄の使
　用が多い。内容としては日用品に関す争ものでテープ，

　カミの使用頻度が高い。また，身体に関するも、のでアン

ヨ，ハナ，個有名詞で鋤の名前力渡破わ紬物のゾ

サン財サギがこれ嘩く・次いで第・回目胴Pよ

うに動詞め使用がみられ書イテ詐ザ・恥テな漂
　求を表現女る連用形渉多V、・。助詞では接続助詞「テ」の

　使用が目、立ち終助詞「オ』／がこれについでいる。な部使

　用頻度の商い語としてウ契（応答53）テ（接続助詞22）

　ノ（助詞21，終助詞16ン格助詞5）がある。（第10表）

　以上は指導を開始した百回目の結果でありTは語彙を

豊齢しようと新し嘆を駆して刺歳し卸綱濃
　供したりする一方発語に射して状態の説明動作の喜語化

　を行った。Cには学習意欲，発表意欲，伝達意欲がみら

　れだす。即ち，チュキハイッテテ，ハイッテテ2ハイツ

　テタと繰り返し学習して云い直して伝えるなどの繰p返

　し語が多かったサ2自発的｝こツメタイノココと倒置誉れ

　た文を発語し↑が叩き返とココツ〆タイノと正しめ修飾

・剛正レて伝える岬上手じゃないのと丁脚うとオジ

ヨウズダ7と灘頃ちに丁卿凱対してオジョウズ
と解する．併薩だ不明瞭で理解出来なかった卿揚

はゆ〆勢で会齢アク嫡より遠い状態で融蝉
　も多く伝達の拙網 がみえ恥

　　c）　第16回目　 217－12
　　〔イ1文の数

　文の数の増加はみら紘ヤ・かわりをこr炉錫詞数の

　変化がみられだす。即ち二品詞のもの，三品詞，四品詞

　と品詞を重ねて話される文の長さの変化で，長い文恭結

さ泌ゆ、に加てく敬鱒う力玉がえる・（第1・表）

　　㈲品詞数
　　第12表に示したように名詞の使用は減少して，その参

　わりに助詞，動詞の出現塑早立ってきた。

　　困　文の種類及び構造 「

　　第13，14表でみられる・ように前回に比べて：構文に於て

第11表文の数

一文中の品詞数　 文の数 ％r

、

1 80 57．6

2 23
　　，

3 19 13，7㌔、

4 1工
～　　7』gr

5 5 13』6

7 1 0．ブー

合　計
1 ・39．乳I
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第12衷　品詞の出現率
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品　　　　詞 頻　　　数　　　　％
1

名　　　　詞

代　　名　詞

数　　　　詞

動　　　　詞
形　　容　　詞

形容動詞
副

感

助

助

擬

動

動

詞

詞

詞

詞

声

33

16

5
57

7
5
5

46

18

67

13

第工燦

12．1

5．9

1．8

21．0

2．6

1．8

1．8

16，9

6．6

24．7

4．8

‘第15表　語彙の出現頻度

合　計 272

贔 詞

名　　　　詞
代　　名　　詞

数　　　　詞

動　　　　詞
形　　容　　詞

形容動詞
副　　　　詞
感　　動　　詞

助　　動　　詞

助　　　　詞

擬　　　　声

合　　計

頻 度

22

2
3

15

4
2
4
5
6

11

3

77

％

28．5

2．6

3．9

19．5

5．2

2．6

5．2

6．5

7．8

14．3

3．9

第13表　文の種類

文　　の　　種　　類　　頻　　数 ％1
擬　　　　　　声
文にならないもの
平　　　救　　　文
　（肯　　定　　文）

　（否　　定　　文）

疑　　　問　　　文
命　　　令　　　文

13

81

30

（26）

（4）
18

10

8，6

53．3

19．7

（17，1）

（2．6）

工1．8

6，6

合　計 152

第14表　文の梅造

文の構造 頻　　　　数 ％

一　　文　　節

　　文　　節

　　文　　節

109

55

78．4

8．0

．6

合　　計 139

の進歩は殆んどないQ併し文の極類のうち文にならない

ものが減少して疑問文の急激な増加が目立つQコレハ？

という代名詞で命名を求める単純な質問の形より進歩し

てイレナイノ？　イレルノ？　ヤッテイイノ？　キレル

ノコレ？　など動詞と助詞の組合せによって状態の説腸

を求めるようになる。また擬声の出現もみられ，風船を

とばしてジャーンと飛ぴ上ったリンボールをトーンとけ

り返したりなどン運動面の発逮と共に音を楽しむ状態が

みられるo

国籍彙
前回と比較して籍彙数の増加及ぴ使用頻度の高い贔詞

（名詞，動詞）の変化はない。名詞の使用回数は減少し

て動詞ン副詞が僅かではあるが多くなっているo名詞で

は飲食物（ケーキ，ゴハン，キュウリ，ショウdなど）

が全体の36，3％も占め，次いで遊戯遊具（ボール，フウ

セン）が15．3％，固有名詞が12．1％の順になっている。

動詞では，居ル♪焼ク，持ツ，切ル，行ク，入レル，入

イルなど状態の説明で連用形が多い。そうして今迄は連

用，終止形の使馬だったのがタアソボウ，イコウ♪ハン

ナイ，イナイなど未然形の出現が，始めてあらわれる。

副詞ではマダ，ソオ，ドウモなどがある。なお使用頻度

の高い語としてンウン（応答29）テ（接続助詞22）ノ

（終助詞18）コレ（代名詞工4）居ル，焼ク（動詞11）が

あるo　（第15表）

　以上は16回目の結果でTは新しいことぱに対して繰り

返して云って強化させ語彙を登富にする一方，語しかけ

に対してゆったりと聞いてやり♪動作を冒語化しながら

拡充質問をして説明を求める。Cは衷縫も豊かで楽しく

会謡にのる。 擬声を発っしてTをからかう余裕も幽てき

た。また母親の口まねでイマアゲマスコボサナイデネな

どといって命令したりする。質問や応答に変化が出てき

たoヤッテイイノ？　など説明して質問したリンウンだ

けの応答が，いる？→イナイという工合に形式が高度に

なってきた。そして，ヤイノ，ヤクノとか○○チェンチ

ェ，○○チェンチェイと繰返し学習して訂正したことば

を伝える態度もみえている。

　d）　第25回目　2111－8
　（イ）文の数

　第16表に示したように文の数も221となっておしゃべ

りになり一文中の品詞数も急激に増加して長い文が語さ

れるようになる。

＠品詞数
第17表にみるように今迄にみられなかった連体詞ン接
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第16表文の数 第19衷　文の構造　．

一文中の品詞数 文の数 ％

1 98 44．3

2 24 10．9

3 27 12．2

4 26 11．7

5 18 8．1

6 11 5．0

7 12 5．4

8 2 0．9

9 1 0．5

10 1 0．5

14 1 0．5

合　　計 22工

文の構造

一文節
二 文節
三文節
多語文

。劃幾

ムロ 計
221

第20衷　語彙の出現頻度

第17衷1品詞の出現率

品　 詞 頻　 数

名　　詞
代名・詞
数　　詞
動　　詞
形容詞
運体詞
形容動詞
副　　詞
接続詞
感動詞助 ・鋤詞』

助rゴ　詞
擬　　声

67

68

3
111

9
1
4

26

2
93

50

186

1

％

10．8

10，9

0．5

17．8

1．0

0．2

0．6

4．2

0．3

15．0

8．1

29．9

0．2

贔　詞頻　 度 　％

合計
621

名　　詞　　51
代名詞　　7
数　　詞　　3
動　　詞　　35
形容詞　　6
連体詞　

1

形容動詞　　2
副　　詞　　14
接続詞　　1
感動詞　　11
助動詞 　 8

助　　詞　　16
擬　　声　　1

第18表 文の種類

32．7

4．5

1．9

22．4

3．9

0．6

』1，3

9．0

0．6

17．1
5．1

10．3

0、6

文の種類　頻数　％
擬　　　　　　　　声 1 6．4

文にならないもの 工14 50．7

平　　　 厳　　　　文 71
31．5

（肯　　定　　　文） （65） （28．9）

（否　　　定　　　文） （6） （2，7）

疑　　　　問　　　　文
23

10．2

命　　　　令　　　　文
16 7．工

1

合　　計
156 1

合計
225

続詞も使用され全品詞にわたっての串現がみられる。

困文の種類及び櫛造
平救文ン三文節の急激な増加と共に多語文も話され始　　詞18）タ （助動詞15）などがある。

める。マタココオニンギョウヤッテルヨグオミジュノジ

ョーシャンガヤッチャッタノコウヤッテ2 ウルチャイチ

ンダッテジョーシャンヤジテルヨ，コレナンカコウシュ

ウシュウッテクチカラデテキチャッタヨなどのようにま

だ倒置ざれているが主語♪述語，修飾語を含んで説明さ

れているo　（第18，19表）

〔⇒語彙

第20表にみられるように，語彙数の急激な発達が目立

っ。名詞の内容としてはン相変らず飲食物（チ3コレー　

ト，クリーム7ケーキなど）炉26．8％ン次いで動物（ゾ

ーサン・キリンなどンが20．9％・そうして日用贔（スイ

トウ，コップ，オナベなど）が104％となっている。動

詞でばン・ヤル，居ルン入レル，持ツ，来タ，見ルなどが

多く使用されている。助詞は終助詞のネ，ヨ，ノの使用

頻度が商く44．1％となっている。次いで接続助詞テが

27，4％∫格助詞22．1％ンその他デ，ノノニ2へ，ガ，ヵ

ラなど豊富に種類がみられる。使用頻度の高いものとし

てはテ1（接続助詞50）コレ（代名詞34）ヨ…（終助詞29）

ノ（終助詞25）ネ（終助詞20）ヤル（動詞20）居ル（動

一王13一
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　以上25回目は遊びによくのり会謡が発展していくよう

になる。Tは経験のないものに対しては命名して悶かせ

る。動作の言語化は勿論だが説明を求めたり拡充させる

ような質問をする。例えば「これなんだった？」と質問

するとユキと応答するので正しく訂正してユキダルマと

命名して細かい説明を加えてやる。CはTのことばをす

ぐ取り入れて使用したリコレナンデスカ？　ココニオイ

テイイ？　など質問もさかんにする。また質問に対して

説明が細かくなり情緒表現もみられる（コウヤッテネサ

ムイカラネ，ウルサイナンダッテゾウサンヤッテルヨ，

コレナニカシュウシュウッテクチカラデテキチャッタヨ

など）。自発的にコケッコッコヨらニワトリ，コウチャ

イッテクノ→イレンノ，コレオシリー》コレシッポという

工合にすぐ訂正して伝える。なお倒躍（コッチヤッパリ

ヤッテルノラッパ，ダシチャッタコッチカラ，モッテキ

タノコレ吊）7混乱（オミジュ∠．（ヲ），ゾウシャンガヤ

ッチャッタ．ノコウヤッテン モッテキタノコレ（コ）二，

モッテギタノナイヨ〈持ってこないよ〉の意味）などの

状態であるが豊宙にことばが使用されているo

　　e）第32回目　3；2－28
　（イ1文の数

　前回と同様に長い文が藷されるようになる。（第21表）

　㈲品詞数
　各品詞が使用されていることは同じだが名詞ン助動詞

の出現が再び増加している。　（第22表）

　の　文の種類及ぴ構造

　第23表にみるように文の種類の出現に於ては増加はみ

られないが構造上（第24表）に於て非常な進歩がみられ

る。二文節が減少して並列文（ヤサイト．ウッテマスグレ

ーブスモウッテマス），複文（オチュカイイッテクルカ

ラオシュルバン（オルスバン）シテテヨ）が謡されるよ

うになる。

第21衷文の数

第11彙

一文中の品詞数 文の数 ％

1 69
47．3

2 23
15．7

3 17
11．6

4 15・ 10．3
5、 9 6．2

6 4 2．7

7 5 3．4

8 2
1．4

10 1 0．7

11　 1 0．7

合　　計 146

　ω語彙
　第25表にみるように語彙数は前回より減少している。

最も使用頻度の高い名詞の内容として相変らず身近かな

飲食物（オヤサインオ茶，パン，ジュースなど）が42．4

％を示め，次いで抽象名詞（今，オツカイ，ミギ，ナカ

など）が20．0％7キイロ，アカ，ミドリなど8．7％とな

っている。前回より頻度の多くなった形容動詞ではダメ

第22表　品詞の出現率

品　　　　詞 頻　　　　数 ％

名　　　　詞 80
21．8

代　　名　　詞 24
6．5

数　　　　詞 13
3．5

動　　　　　詞 43
11．7

形　　容　　詞 12
3．3

連　　体　　詞 2 0．5

形　容　動　詞 8 2．2

副　　　　　詞 7
1．9

感　　動　　詞 58
15．7

助　　動　　詞 40
10．9

助　　　　　詞 80
21．7

擬　　　　声 1 0．3

合　　計 368

第23衷　文の種類

文　　の　　種　　類 頻　　数 ％　一

擬　　　　　　　　声 1 0．7

文にならないもの 81
55．1

平　　　絞　　　　文 45
30．6

（肯　　　定　　　文） （43） （29．3）

（否　　　定　　文）． （2） （1．3〉

疑　　　問　　　文 13
8．8

命　　　令　　　文 7 4．8

合　　計 147

第24表文の構造

文の構造 ．頻　　　数 ％

一　　文　　節 88
60．3

二　　文　　節 29
19．8

三　一文　　節 20
13．7

多　　語　　文 7　　 4．8

並　　列　　文 1 0．7

複　　　　文 1 0．7

合　　計 玉46
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丸尾＝幼児の言語発達に関する薪究

第25衷　語彙の出現頻度

品　　　　詞 頻　　　 度 ％

名　　　　詞 、　　　45 38．5

代．名　　詞 4 3．4

数　　　 詞 葺’ 5．1

動　　　 』詞 22
18．8

形 容 、詞 『　3 2．6

速　　体’ 詞 1 0・g

形 容動詞
4 3．4

副　　　　詞 4 3．4

感　　動　　詞 7 6．0

助1　動　　詞 6 5．ゴ

助　　　　詞 1　、　14 11．9

擬　 　　声 1 0．9

・合　　計 117

ダメダ2オオキナなどがみら塵う。動詞の使用昧やや減

少しているがアル♪居ル，売ル，スル2ナサイなどの使

用が多い。なお使用頻度の高い語としてウン（応答28），

デス（助動詞20），テ（接続助詞19），コレ（代名詞18）

などがある6

　cl以上は鴫eに近づいた時期の結果であり楽しんで

遊ぴが展開されていくq発声にも抑揚にも発表意欲輝み

ちていて会話が続けられるようになる。，Tが聞き返すと

繰り返し発語して伝えようと努力する（コノオチャハネ

パルオチャーパルオチャデス）。質問に臥丁寧に説明す

る（オオキナユビワ100エンデス，ホラコノホウガォオ

キイデス，アッチノミギガワニアリマスオミセンアノネ

オニクガネヤスインデス）。又自発的に理由を説明して

聞かせる（オツカイイッテクルカラオルスバンシテテヨ）

．など伝達や表現び細かくなり会話が自由に流れるように

なった。1しかし漢だ長い語になると音が抜ける脱落状態

　（グレーブス→グレープ立三一ス），位置が入れ変る音

』節の猛換（オシュルバンゆオノ琴∠三バン）など混乱状態

も残6ている。丁 は専ら受身に回り間違えた応答を訂正

し受け孝める（オレンジ→キ昌ウ』隔オ吻エノ欲

→三角のパンねという工合に）。

　　2．発達的考察
．〔イ）文の数と畢声

　第26衷は15分間に謡された文の数であ9又一文を構成

する晶詞数から文の長さ，を調べたものである。これによ

ると指導が進むにつれて文の灘は第25回目（2歳迄＞迄

は増加するがそれ以後に参ると減少してくる。享の最さ

の方は次第に長くなっている。

　（ロ）贔詞

　第27表にみるように次第に使用される品詞の種類は増

加している。出現頻度は遊びの内容によってかなり影響

をラけているものと思われるがその中名詞の使用は減少

、。》て暉の使用解く勧て曝 酵がうかがえ為
　語粟は第28表で南る那陣用されう語彙数も指導準すす

むにつれて増卸す矯o

　、次に各品詞別に語彙の内容を発達的に見ると第29～36

第26表文の数と長さ

一文中の品詞数　　　　　　

c

第．1回目 第9回目 第16回目 第25回目 第32回目

文の数　　％ 文の数　　％ 文の数　　％ 文の数　　％ 文の数　　％

1
2
2
4

、5

6
、7

8
9

10

11r

12

13

14

38

17

1
1

80．9
工4』91

2．1

2．1’

137

39

24

　8

2

65，2

18．6

工1甲4

3．8

1．0

80　　　　57．6 　　　　98　　　44り3

　　　　　　　　　　　竃23　　　16．51　　　　24　　　工0．9

19　　13。7　　　　27　　12，2

11　　　7．9　　　　26 　11．7

5　　　3．6　　　　18　　　8．1

　　　　　　11　　5．0
1　　　　0．7．　　　 12　　　　5，4

　　　　　　　2　　0．9、
　　　　　　　1　　0．5

　　　　　　　工　　0．5

1　　0．5

69　47；3
23　1517
17　1116
15　　10．3

9　　6． 2

4　　2，7
5

　34“
2 　　1．4

1α7㌔』

L

合　　計 47 210 139 221 146
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第27表　品詞の出現率

品　　　　　詞
第　1回目 第9回目 第16回目 第25回目 第32回目
頻　数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％

I　　　　　　　　　　　　　I

名　　　　　詞　　18
代　　名　　詞　　8
数　　　　 詞　　3

動　　　　　詞　　9
形　　容　　詞　　3
連　　体　　詞
形　容　動　詞
副　　　　　洞
接　　続　　詞
感　　動　　詞　　8
助　　動　　詞　　8
助　　　　　詞　　2
擬　　　　　声

30．5　　　　　79　　　23．9

13．6　　　 29　　　8．8

5．1

15．2　　　　　44　　　13，3

5．1　　　4　　1．2

19　　5．7

5　　1．5

ユ3．6　　　　　68　　　20．6

13．6　　　　　18　　　　5．4

3．3　　　　　63　　　19，0

　　　　2　　0．6

33　　　12．1　　　　　67

16　　5．9　　68

5　　1．8　　　3
57　　　21．0　　　　111

7　　2，6　　　9

　　　　　　1
5　　1．8　　　4

5　　1．8　　26

　　　　　　2
46　　　　16．9　　　　　93

18　　6．6　　50
67　　　24，7　　　　　186

13　　4．8　　　工

10．8　　　　　80　　　21．8

10．9　　　 24　　　6，5

0．5　　　　13　　　3．5

17．8　　　　　43　　　11．7

1，0　　　　　12　　　　3．3

0，2　　　2　　0．5

0，6　　　8　　2．2

4．2　　　7　　1．9

0．3

15．0　　　 58　　15．7

8．1　　　　　40　　　10．9

29，9　　　　　80　　　21．7

0，2　　　1　　0，3

合　計 59 331 272 621 368

第28表　語彙の出現

品　　　　詞
第1回目 第9回目 第16回目 第25回目 第32回目

頻数　　％ 頻数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％ 頻数　　％

名

代

数

動

形

述

形

副

接

感

助

助

擬

名

　容

　体

容　動

続

動

動

詞

詞

詞

詞

詞

詞

詞

詞

詞

詞

詞

詞

声

9
2
1
6
2

2
2
2

34．6

7．7

3．8

23．1

7．7

7．7

7．7

7．7

30　38．0
4　 5．1

14　17．7
3　　3，8

5　　6．3

1　　1．3

4
6

10

2

5．1

7．6

12．6

2，5

22　　　28．5　　　　　51

2　　2，6　　　7

3　　3．9　　　3
15　　　19．5　　　　　35

4　　5．2　　　6

　　　　　　1
2　　2．6　　　2

4　　5．2　　14

　　　　　　1
5　　6．5　　11

6　　7．8　　　8

11　　14．3　　　
16

3　　3，9　　　1

32．7　　　 45　　38．5

4．5　　　4　　3．4

1．9　　　6　　5．1

22．4　　　　　　22　　　　18レ8

3．9　　　3　　2．6

0．6　　　1　　0．9

1．3　　　4　　3．4

9．0　　　4　　3．4

0．6

7．1　　　7　　6．0

5．1　　　6　　5．1

10．3　　　 14　　11．9

0．6　　　1　　0。9

合　計
26 79 77 156 117

表のとうりである。名詞の内容はすでに述べたが，のり

もの，日馬品ン飲食物，動物など身辺の世界から抽象的

なものへとひろがりをみせている（第29表〉。代名詞は

第30表に示したように場所を指示するココの使用が多く

次第に箏物を指示するコレの頻度が高くなる。方角を指

示するコッチンアッチなどもあらわれ始めるが人に関す

る代名詞の出現は遅れてみられない。近称（コ）が最も

早く使用され馬ア2ソの順に出現し，ソが最も遅れ

る。数詞は，ヨエンンジュウエン，100エン，40エンな

どと値段をつけて買物ごっこをしたリンヒトツンフタツ

10コといってよこしたり，ココニ5ニンノノレヨと説明し

たりなど数量を現わして正しく使えるようになる。動詞

を活用形の上からしらべたものが第31表である。最初は

連用，終止形だけの使用であるが未然形2命令形が次第

に使われだす。しかし連体，仮定形は未だみられなかっ

た。第32表によれば形容詞ではタカイ，イタイなどから

ナイナイ，オオキイ，カワイインイイ，ウルサインコワ

イなど空間ン感覚ノ感情表現から善悪の判断まで広範囲

一工16一



丸尾＝幼児の君語発達に関ナる緕究

第29裳　名詞の分類

第1回目　第9回目　第16回目　第 25回目　第32回目

分　類　頻数％頻数％頻数％頻数％頻数％
自　　　　　　然 6　　7．6 5　　7．9

動　　　　　　物 7　　8，9 3　　9，1 14　　20．9

植　　　　　　物 4　　　5．1

建　　造　　　物 5　　6，3 1　　3．0 1　　1．5 3　　3．8

人 5．6 5　　6．3 4　　6．0 4　　5．0

身　　体・生　　理 9　　11．4 2　　2．8 1　　1，3

病　　銘・薬　　品 1　　1．5

飲　　　食、　物 5　　6．3 12　 36．3 ．　18、 26。8 34　　42．4

服　　装　　 品 工　　3．0 1　　1，5 1　　1．3

日用品・家　　具 2　　11．1 12　　15，2 3　　9．1 7　10．4r一 4　　5．0

遊　戯　遊㌦具 1　　1．2 5　　15．3 一6　　 8．9

交 通　通　信 15　　83．3 ’　4　5．1 1　　1』5 』　　2　r2．5

社　　　　　　会 1　　3．0 1　　1．3’

固　有　　名　詞 19　　11．4 4　　12．1 3　　4．5 7　　8．7

抽　象　　名　詞 2　　2．5 2　　2．8 1　16　　20．0

動　詞　的　名　詞 6　　7．6 1　　1．5

そ　　 の　　　他 4　　5．1 3　　9． 1 1　・　1．5 マ　　　8．7

合』 ，計 　 18 79 33 67 ”80

第30表　代名詞の分類 こF』

種　　　　類

’第 ゴ回目 第9回目 第 16回目 第25回目 第32回目

頻数　　％ 頻数　　％ 頻　数・　％ 頻　数　　％ 頻数　　％

事　　　　　　物

　　　　　　所

　　　　　　角

2　　25．0

　　75．0

17　　58．6

0　34．5』

　　6．91・

14　　87．5

2　　12．5

46　　67．7

6　　23，5

　　8．8

19　　79．

他

称

近　　　称（コ）

　　　称（ソ）．

　　　称（ア）

8　100．0 28　　96．5 16　100，0 51　　75．0

　　1．5

　　3．0

22　　9L6

　　4．2

不　　定　　称（ド） 1　　3，5 14　　20，5 1　　4，2

合　　計 8 29 16 68 24

第31表　動詞の活用

活　　用　　形
第1回目 第9回目 第16回目 第25回目 第32回目

頻数　　％ 頻数　　％ 頻．数　　％ 頻数　　％ 頻 数　　％

未　　　然、
連　，，　用

終　　 止

命 　 　令・

語 幹のみ

　　　　　　97　　　77．8 　　　　32　　　72．7　　1　　28

1　　11．1　　　 12　　27．3　　　
20

1　11．1

15，8　　　　9　　 8．1

49．・1 　54　48．7　
9

35，1　　　　　44　　　39．6　　　　　31

　　4　3．6　
3

20．9

72．1

7．0

合 計 9． 44　157　い1・ 43
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第32表　形容詞の分類

第1回目 第9回目 第16回目 第25回目 第32回目
内　　　　容

頻数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％

感　　覚（触　覚） 1　　33。4 1　　14．3 11　　11．1

善　　　　　　悪 4　　57．1 5　　55．6 6　　50．0

大　　　　　　小 1　　25，0 1　　14．3 2　　16．7

空　　　　　　問 2　　66。6　 2　　50．0 1　　14，3 1　　11．1 4　　33．3
感 　　　　　情 1　　25．0 2　　22，2

合　　計 3 4 7 9 12

に使弔されるようになる。形容動詞ではジヤダ・ダメと　　いでアツ，アラなどの感動をあらわすもの，ウーン？の聞

いラ自己中心的な表現からオンナジ2オオキナというよ　　き返しや，ホラァァノネなどの呼ぴかけがみえている。

うに状態などの表現に発達している。副詞は♪モットと　　助動詞の分類及ぴ活用は第34，35表である。これを意昧

いう要求語から始まリウンだけの応答だらたのがソオ，　 上の分類からみると完了，過去をあらわすタ，ダから次

ドウォなどに変って会話が続けられるよ 鄭こなる。また　　第に断定のダ，デス，丁寧のマスの使用が目立ってくる。

ドンドーンン、ウーンウーン・シュッシュッなどの擬声語　 打消しのナイ・意志，推量のウもあらわれている。しか

がさかんに使用されプマダ・イマンコンド，ミンナ・イッ　　し使役・受身の使用は求だみられなかった。なお接続上

パイなど時ン数量をあらわすことばも使われだす。感動　　からみると終止形が最も多く連用ン未然形と使用されて

詞は第33表1とみるように謡しかけに対する応答（ウン，　　・いる。連体，仮定形はまだ串現していない。 この他述体

ハイ）の返壌が各段階において最も出現頻度が商い。次　　詞コノプ接続詞マタの使用もみられだす。次ぎに第36表

第33表　感動詞の分類

内　　　　容
第　工回目 第9回目 第16回目 第25回目 第32回目
頻　数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％ 頻数　　％

感　　　　　　動

　ぴ　か　け
　　　　　　答
　　　　　　問

”い さ　つ

　　　　　　否

1　　12，5

　　62，5

　　25．0

13　　19．1

　　1，5

3　　77．9

　　1．5

6　　13．0

0　　65．3

0　　21，7

26　　28，0

　　5．3

2　　56．0

　　8．6

　　2，工

4　　6．9
　　12．1

8　　65．5

　　13．8

　　1．7

合　　計 8 68 46 93 58

第34表　助動詞の分類

第1回目 第9回目 第16回目 第25回目 第32回目
意　　味　　上

頻数　　％ 頻数　　％ 頻数　　％ 頻　数　　％ 頻数　　％

可　　　　　能 1　　5．6
打　　　消　　　し 1　　5，6 5　27，ク 6　　12．0 5　　12．5

意　　志・推　　量 1　　5．6 5　　27．7 8　　16．0

完 了・過　　去 7　　87．5 10　　55．5 2　　11．1 21　　42．0 3　　7．5
断　　　　　　定㌧ 3　　16．6 1　　5．6 4　　8．0 20　　50．0

丁　　　　　　寧 1　　5．6 1　　2．0 10　　25．0

そ　　　の　　　他 1　　12．5 2　　11．1 4　　22．2 10　　20．0 2　　5．0

合　　計 8 18 18 50 40
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丸尾吻児の論発逮に関する研究

第35表　助動詞の活用

接　　続　　上
第1回目 第9回目 第16回目 第25回目一 第32『 目

r頻　数　　％ 頻　数・％ 頻　数　　％ 頻激　 ％ 頻 数・％

未　　　　　・然

運　　　　　　用

　　　　　止

1　12．5

　　87，5

2　　11．1

6　　88．9 、　14 　77．8

　　　
4r ＄．0

　22，2”
．’

・91 18，0

　 　37＞ 74。or

21　5215』

　1、・ 2P5

18　 45，・0

合　　計 8 r18
”18 一50 40　　』

第36表　助詞の分類

分　　　　類
第 1回目 第 9回目 第 16

屈目 1第 125、回’目 第・32、回 冒’

頻数　％ 頻数鴇％ 頻数 　％
　　・、　 　　　「

頻乱数　　％ 頻　数＝ ％

格　　助 　』詞

接　続　助　詞
副　　 助　　　詞

　　　助　　　詞　

そ　　　の　　　他

　1　　50．0

　　50，0

14　　22．2

22　　34，9

　　．1．6

6　41．3

6　　 9．Or

　23　　34．3

　　4，5
34

50．7

　　　1．5

41 、22，1

1　

．11　 5．9

　82 44，1

1　　0．5

24 ．30，0

4　．30。0．
61

7． 5
23　281』7

　　3．8

　　　　第 1回目
分　　類
　　　　頻数％

合計
2

第 9回目
頻数

”
％

第ユ6屈目

頻 数”％

63　167　1・86　ド8・亡）
第37表　文の種類

第1回目 第9回目 第16画目 第25回目 第32回目

頻数　　％ 頻数　　％ 頻数　　％ 頻　数　　％ 頻　数　　％

擬　　　声
文にならないもの

平　救　文
（肯定文）
（否定文）
疑　　問　　 文　　　2　　4．3

命　令　文　1　2．1

37

7
（7

78，7

14．9
14．9）

2
151

35

（34

（1

2
22

O．9

71，2

16．5
16．0）

0．5）

0．9

10．5

13

81

30

（26

（4

18

10

．8。6

53．3

19，7
17．1）

2，6）

11．8

6．6

1
114

71

（65

（6

23

16

0．4

50’7

31．5
28．9）

2．7）

10．2

7、1

1
81

45

（43

（2

13

7

0．7

55，1

30．6
29．2）

1．4）

0．8

4，8

合計 47，
212 152 225 147

第38表　文節数からみた文の長さ

第　1回目 第9回目 第16回目 第25回目 第32回目

頻数　　％ 頻数　　％ 頻　数　　％ 頻 数　　％ 頻数　　％

一二三多並複
文文

文文列

鋪節節節文

文

45　　95．7

　　4，3

146　　83，8

1　　14，8

　　1．4

109　　78．4

5　　18，0

　　3．6

128
　58．0

7　　21．2

0　　13，6

6　　7．2

88　　60．3

9　　19．8

0　　13．7．

、　4．8

　　0．7

　　0．7、

合　　計 47 210 139 221 r146
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目本総合愛育研究所紀要 第1礫

1の助詞は終助詞の使用頻度が高く，接続助詞，格助詞の

順になっている。終助詞では文の終りにつけるネ，ヨ，

ノが各段階とも多いo接続助詞は前後を接続するテ，理

由を説明するカラの使用がみられ格助詞では文節の主語

を示すが，修飾の文節を作るノ，動作の基点を示すカ

ラ，二，トなどがあらわれ構文が複雑になるにつれて副

助詞ハ，モの使用もみられてくる。擬声は遊ぴの範囲が

拡まり運動もさかんになるにつれて7それにともないボ

ールをけってトーンといったり風船を飛ばしてジャーン

といって音を楽しむ様子がみえてきたo

　の構文
　第37表は文の種類をみたものである。文にならないも

のは依然として半数を占めているが次第に減少のきざし

はみられ肯定文が増却をみせている。指導がすすみ安定

しだすと疑問♪命令文が多くな堕言語活動が活発になっ

ている。文節数から調べたものが第38表であり発逮する

につれて文節数が多くなり長い文が活されるようにな

るo、

　2歳3ケ月より3歳3ケ月まで一年商にわたって指導

を行ない録音により収録されたことばを文字化して言語

の発達状況を構文の領域から検討してみた。

　1）　単位時間内に話される文の数は2歳11ケ月までは

増加し3歳になると減少する一方，文の長さに於ては次

第に長い文が話されるようになる。

　2）指導がすすむにつれて使用される品詞の種類及び

語彙は増大している。2歳11ケ月頃になると全品詞の使

用がみられる。

　3）名詞は身近の命名から抽象的なものへと拡がりを

みせている。

　4）代名詞は場所，事物，方角の順に使用される。

　5）動詞は2歳11ケ月頃までは運用形が多く終止，未

然形の順に出現している。

　6）助詞の使用は2歳5ケ月頃より活発にな蜂終助詞

接続助詞，格助詞，副助詞の順に使用頻度が高い0

　7）構文は指導につれてよくしゃぺり会語が成立し文

節数が増加しているo

3．考　　察
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